
国保連かわら版国保連かわら版

34東京の国保　2023.1

令和4年度　国民健康保険組合
被保険者全国大会

11月17日　有楽町朝日ホール

国民健康保険組合に対する国庫補助制度の国民健康保険組合に対する国庫補助制度の
維持改善を含む7項目の決議を採択維持改善を含む7項目の決議を採択

NEWSNEWS

　
全
国
国
民
健
康
保
険
組
合
協
会
（
全
協
）
主
催
の
標
記
大
会
が
３
年
ぶ
り
に
開
催

さ
れ
、
全
協
加
盟
の
国
民
健
康
保
険
組
合
（
国
保
組
合
）
関
係
者
等
が
参
集
し
た
。

　
大
会
で
は
、
国
庫
補
助
制
度
の
維
持
改
善
な
ど
7
項
目
の
決
議
を
満
場
一
致
で
採

択
し
た
。
大
会
終
了
後
に
は
、
決
議
の
実
現
に
向
け
、
政
府
・
与
野
党
に
対
し
て
陳

情
活
動
を
展
開
し
た
。

決　
　
　
　
　
　

議

一
、
国
保
組
合
に
対
す
る
現
行
国
庫
補
助
制
度

を
維
持
改
善
す
る
こ
と

一
、
国
保
組
合
の
新
設
及
び
地
区
の
拡
張
の
取

扱
い
を
緩
和
す
る
こ
と

一
、
同
種
同
業
に
従
事
す
る
者
が
そ
の
業
種
を

対
象
に
設
立
さ
れ
た
国
保
組
合
に
加
入
で
き

る
よ
う
健
康
保
険
適
用
除
外
承
認
の
取
扱
い

を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、
組
合
特
定
被
保
険

者
に
係
る
補
助
率
を
協
会
け
ん
ぽ
並
に
引
上

げ
る
こ
と

一
、
被
用
者
保
険
の
更
な
る
適
用
拡
大
と
し
て

の
非
適
用
業
種
の
見
直
し
の
検
討
は
、
対
象

と
な
る
中
小
規
模
事
業
所
を
母
体
と
す
る
国

保
組
合
の
持
続
可
能
性
と
健
全
な
運
営
に
深

刻
な
影
響
を
与
え
か
ね
ず
、
厳
に
慎
重
に
検

討
す
る
こ
と

一
、
国
保
組
合
の
事
業
運
営
が
円
滑
に
推
進
で

き
る
よ
う
、
高
額
医
療
費
共
同
事
業
、
保
健

事
業
及
び
保
険
者
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
対
す

る
国
庫
補
助
を
充
実
す
る
こ
と

一
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ
ム
の
円

滑
な
運
用
や
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
改
革
の
推
進
に

は
、
国
の
責
任
に
お
い
て
財
政
支
援
を
は
じ

め
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と

一
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が

続
く
中
、
国
保
組
合
の
安
定
的
な
事
業
運
営

が
確
保
で
き
る
よ
う
、
国
の
責
任
に
お
い
て

十
分
な
財
政
支
援
を
講
じ
る
こ
と

「
独
立
し
た
保
険
者
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
続
け
る
」（
渡
邉
会
長
）

　
全
協
の
渡
邉
会
長
は
主
催
者
挨
拶
で
「
定

率
補
助
の
更
な
る
見
直
し
、
廃
止
に
つ
い
て

検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
到
底
受
け
入
れ
ら
れ

る
も
の
で
は
な
い
。
健
全
な
財
政
運
営
を
続

け
て
き
た
国
保
組
合
も
難
し
い
運
営
を
迫
ら

れ
て
い
る
が
、
引
き
続
き
独
立
し
た
保
険
者

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
続
け
る
」
と
述
べ

た
。

　
平
成
30
年
度
か
ら
地
域
国
保
の
財
政
主
体

が
都
道
府
県
化
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
、

「
財
政
が
安
定
化
し
、
そ
の
後
順
調
に
推
移

し
て
い
る
状
況
下
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の

国
保
組
合
に
対
す
る
抑
制
的
な
取
り
扱
い

を
見
直
し
、
同
種
同
業
が
同
じ
仲
間
の
保

険
集
団
に
加
入
で
き
る
よ
う
、
そ
の
取
扱

い
の
緩
和
を
強
く
求
め
て
い
く
」
と
強
調

し
た
。

　
高
額
医
療
費
共
同
事
業
、
保
健
事
業
及

び
保
険
者
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
つ
い
て
は
、

「
国
保
組
合
が
自
主
的
な
運
営
に
基
づ
く

保
険
者
機
能
を
発
揮
し
、
必
要
な
支
援
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
強
く
求
め
て
い
く
」
と

述
べ
た
。

　
ま
た
、
来
賓
の
高
木
有
生
厚
生
労
働
省

国
民
健
康
保
険
課
長
（
堀
国
民
健
康
保
険

課
長
補
佐
が
代
読
）
は
、
す
べ
て
の
世
代

が
安
心
で
き
る
社
会
保
障
制
度
の
構
築
が

喫
緊
の
課
題
な
ど
と
挨
拶
し
た
。

　
引
き
続
き
、
国
会
議
員
等
の
来
賓
挨
拶

の
後
、
議
長
団
の
選
出
や
決
議
文
の
説
明

が
行
わ
れ
、
７
項
目
の
決
議
を
満
場
一
致

で
採
択
し
た
。

　
最
後
に
、
栄
畑
大
会
副
会
長
が
閉
会
の

辞
を
述
べ
、
大
会
は
終
了
し
た
。

組
織
基
盤
・
財
政
基
盤
の
安
定
確
立
の
た
め
に

組
織
基
盤
・
財
政
基
盤
の
安
定
確
立
の
た
め
に

全国国民健康保険組合協会
会長

渡邉　芳樹 氏

主催者挨拶
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国保制度改善強化全国大会

11月18日　砂防会館

国保財政の基盤強化に向けた国保財政の基盤強化に向けた
支援充実など11項目の決議を採択支援充実など11項目の決議を採択

　
国
民
健
康
保
険
中
央
会
（
国
保
中
央
会
）
な
ど
国
保
関
係
9
団
体
主
催
の
標
記
大

会
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
自
治
体
の
首
長
や
与
野
党
の
国
会
議
員
等
が
参
集
し
た
。

　
大
会
で
は
、
国
保
財
政
の
基
盤
強
化
に
向
け
た
支
援
充
実
な
ど
11
項
目
の
決
議
を

満
場
一
致
で
採
択
し
た
。
大
会
終
了
後
に
は
、
決
議
の
実
現
に
向
け
、
政
府
・
与
野

党
に
対
し
て
陳
情
活
動
を
展
開
し
た
。

決　
　
　
　
　
　

議

一
、
医
療
保
険
制
度
の
一
本
化
を
早
期
に
実
現
す
る

こ
と
。

一
、
国
保
の
財
政
基
盤
強
化
の
た
め
の
公
費
投
入
の

確
保
を
確
実
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
保
険
者
努

力
支
援
制
度
等
が
有
効
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
、
適

切
な
評
価
と
財
政
支
援
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

一
、
普
通
調
整
交
付
金
が
担
う
自
治
体
間
に
お
け
る

所
得
調
整
機
能
は
、
今
後
も
堅
持
し
、
見
直
し
を

行
わ
な
い
こ
と
。

一
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
続
く

中
で
、
国
保
制
度
の
運
営
の
安
定
を
図
る
と
と
も

に
、
医
療
・
保
健
・
介
護
の
人
材
及
び
公
立
病
院

等
の
医
療
提
供
体
制
を
確
保
す
る
た
め
、
地
方
自

治
体
及
び
国
保
連
合
会
に
対
し
て
十
分
な
支
援
措

置
を
講
じ
る
こ
と
。

一
、
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
等
の
地
方
単
独
事
業
に

係
る
国
庫
負
担
減
額
調
整
措
置
の
全
廃
及
び
子
ど

も
に
係
る
均
等
割
保
険
料（
税
）の
軽
減
制
度
の
拡

充
を
行
う
こ
と
。

一
、
生
活
保
護
受
給
者
の
国
保
等
へ
の
加
入
の
議
論

に
つ
い
て
は
、
見
直
し
を
行
わ
ず
国
と
し
て
の
責

任
を
果
た
す
こ
と
。

一
、
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
は
、
医
療
分
野
に
お
け
る

Ｄ
Ｘ
推
進
の
柱
で
あ
り
、
次
期
更
改
や
運
用
に
当

た
っ
て
は
、
市
町
村
等
保
険
者
に
追
加
的
な
財
政

負
担
が
生
じ
な
い
よ
う
、
国
の
責
任
に
お
い
て
必

要
な
財
政
措
置
を
確
実
に
講
じ
る
こ
と
。

一
、
国
保
連
合
会
が
地
方
自
治
体
の
医
療
・
保
健
・

介
護
・
福
祉
業
務
支
援
の
役
割
を
十
分
に
果
た
せ

る
よ
う
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

一
、
国
民
の
健
康
保
持
・
増
進
及
び
医
療
費
適
正
化

に
向
け
Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
の
更
な
る
活
用
を
進
め

る
た
め
、
制
度
的
役
割
の
拡
充
を
図
る
と
と
も
に

シ
ス
テ
ム
更
改
等
に
係
る
財
政
措
置
を
講
じ
る
こ

と
。

一
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ
ム
の
普
及
や

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
改
革
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
国

の
責
任
に
お
い
て
財
政
支
援
の
充
実
を
は
じ
め
必

要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

一
、
国
民
健
康
保
険
組
合
の
健
全
な
運
営
を
確
保
す

る
こ
と
。

財
政
基
盤
を
強
化
し
、

財
政
支
援
の
拡
充
を
（
岡
﨑
会
長
）

　
主
催
者
挨
拶
に
立
っ
た
岡
﨑
会
長
は
、「
国

保
加
入
者
の
年
齢
構
成
が
高
い
こ
と
で
医
療

費
の
水
準
が
高
い
こ
と
な
ど
構
造
的
な
問
題

に
よ
り
、
運
営
は
極
め
て
厳
し
い
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
国
の
財
政
支
援
の
拡
充
に

よ
っ
て
国
保
財
政
の
基
盤
強
化
を
図
り
、
関

係
者
の
尽
力
と
被
保
険
者
の
理
解
で
順
調
に

運
営
さ
れ
て
い
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
の
影
響
で
、
事
業
運
営
は
今

後
も
厳
し
い
状
況
が
続
く
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
」
と
述
べ
た
。

　
ま
た
、「
我
々
国
保
関
係
者
は
保
険
者
機

能
を
発
揮
し
、
引
き
続
き
事
業
運
営
に
努
力

し
て
い
く
所
存
だ
が
、
国
保
制
度
を
持
続
可

能
な
も
の
と
し
て
い
く
た
め
に
は
、
国
も
重

要
な
責
任
を
果
た
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
強
調
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
毎
年
3
4
0
0
億
円
の

公
費
投
入
を
確
実
に
実
施
す
る
こ
と
や
、

政
府
の
骨
太
の
方
針
で
検
討
が
求
め
ら
れ

て
い
る
生
活
保
護
受
給
者
の
国
保
等
へ
の

加
入
の
議
論
に
は
、「
国
保
財
政
を
悪
化

さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
貫
し

て
反
対
す
る
」
と
述
べ
た
。
国
保
総
合
シ

ス
テ
ム
の
次
期
更
改
や
運
用
に
当
た
っ
て

は
、
保
険
者
に
追
加
的
な
財
政
負
担
が
生

じ
な
い
よ
う
、
国
の
責
任
に
お
い
て
必
要

な
財
政
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
次
期
更
改

の
た
め
の
財
政
措
置
に
つ
い
て
、
令
和
４

年
度
第
２
次
補
正
予
算
案
に
お
い
て
所
要

額
が
措
置
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
関

係
者
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、「
今
臨
時

国
会
に
お
け
る
早
期
の
予
算
成
立
を
強
く

要
望
す
る
」
と
述
べ
た
。

　
ま
た
、
国
保
連
合
会
が
地
方
自
治
体
の

医
療
・
保
健
・
介
護
・
福
祉
業
務
支
援
の

役
割
を
十
分
に
果
た
せ
る
よ
う
必
要
な
支

援
措
置
を
講
じ
る
こ
と
な
ど
、
国
に
対
し

そ
の
実
現
を
強
く
求
め
て
い
く
と
し
、
参

集
し
た
国
保
関
係
者
へ
賛
同
を
求
め
た
。

公
費
投
入
の
確
保
、
確
実
に

公
費
投
入
の
確
保
、
確
実
に

国民健康保険中央会　会長
（高知県高知市長）

岡﨑　誠也 氏

主催者挨拶
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研
修
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
措
置
と
し
て
人

数
制
限
な
ど
を
行
っ
た
上
で
実
施
し
、
保
険
者
の
担
当
者
ら
26
名
が
受

講
し
た
。

　
事
例
検
討
編
で
は
、
困
難
事
例
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
実
践
的

処
理
能
力
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
講
師
か
ら
出
題
さ
れ
た
3
事
例
の

問
題
演
習
を
中
心
と
し
た
実
務
研
修
が
行
わ
れ
、取
組
事
例
編
で
は「
文

京
区
　
収
納
率
向
上
の
取
り
組
み
」
と
題
し
、
文
京
区
か
ら
取
組
内
容

の
発
表
が
行
わ
れ
た
。

令和 4年度　国民健康保険料（税）
収納率向上対策研修会
【事例検討編・取組事例編】

12月7日　本会会議室

さらなる収納率向上を目指してさらなる収納率向上を目指して

事例検討 1　職権による換価の猶予
「�取引先が倒産、医療費がかさみ、納付がで
きない」

事例検討 2　納税義務の承継
「相続された料（税）は誰が払うの」

事例検討 3　預金の差押え「二重差押え・差押えの注意点」
　上記の 3事例について、冒頭、講師から問題の説明があり、参加者は各自で行
動内容等を考察した。
　その後、講師から各種事例に関する法律的な根拠等について解説いただくととも
に、実務で取り扱う上での留意事項や考え方を、講師の実体験も交えてお示しいた
だいた。

⃝⃝⃝⃝⃝ 受講者アンケートから ⃝⃝⃝⃝⃝

　換価の猶予について理解が深まった。
　交付要求、参加差押え、二重差押えの違いが良く理解できた。　等

「文京区　収納率向上の取り組み」

現年徴収の改革ポイント 　�①通知の目立つ化　②現年でも滞納処分の実施�
③納付交渉のやり方改革

滞繰徴収の改革ポイント 　①短期証・資格証発送の省力化　②事案完結への徹底　③捜索

　納付交渉のやり方改革では、相談時に滞納原因や収支状況の確認がきちんとできていなかっ
た点等を問題として挙げ、着任1年目では、納付相談を受ける職員の意識改革を図ったと述べた。具体的には、期限
を決めた短期分納の徹底で、それが難しい場合には「生活状況申告書」の提出を求め、収入・資産状況を明らかにし
た上で完結までの道筋を考えることにした。また、具体的な交渉テクニックとして、相手の主張への切り返しのパター
ンについて、自身の経験を踏まえた様々な例をご紹介いただいた。
　短期証・資格証発送の省力化では、「短期証・資格証」を武器に交渉するのではなく、メインは「差押」として「短
期証・資格証」は接触機会の確保に重点を置く形で発行業務を省力化し、「差押」とのハイブリットにしたことなど具
体的な運用の変更点についてご説明いただいた。

⃝⃝⃝⃝⃝ 受講者アンケートから ⃝⃝⃝⃝⃝

　視覚的に支払い意欲に繋がる封筒や催告書等を検討したい。納付交渉技術の向上になる研修であった。　等

講師：公益財団法人　東京税務協会　専門講師　青柳　進 氏

講師：文京区　福祉部　国保年金課　国保滞納整理係長　杉岡　秀樹 氏

事例検討編

取組事例編
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作
業
療
法
士
の
木
下
美
恵
子
氏
を
招

き
、
日
常
生
活
の
中
で
取
り
組
む
筋
力
強

化
方
法
を
学
ぶ
た
め
、
在
宅
保
健
師
12
名

が
学
習
会
を
受
講
し
た
。

　
前
半
は
、
筋
力
強
化
の
効
果
や
運
動
を

継
続
さ
せ
る
た
め
の
方
法
等
に
つ
い
て

学
び
、
後
半
で
は
、
座
位
や
立
位
等
で
行

う
こ
と
が
で
き
る
運
動
に
つ
い
て
実
技

指
導
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

　
専
門
家
か
ら
の
個
別
指
導
は
と
て
も

貴
重
な
時
間
で
あ
り
、「
ゆ
っ
く
り
動
か

す
と
筋
力
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
な

ど
学
べ
た
」
と
の
感
想
も
寄
せ
ら
れ
た
。

　
学
習
会
終
了
後
は
交
流
会
が
開
か
れ
、

近
況
報
告
等
の
情
報
交
換
が
行
わ
れ
た
。

令和4年度　
東京都在宅保健師の会　学習会・交流会

11月12日　本会10階会議室

正しい筋力トレーニングを学ぶ正しい筋力トレーニングを学ぶ

学習会終了後の交流会

講師　
作業療法士　木下　美恵子 氏

「生活の中の動きを意識するだけで筋力アップ」
　～ 1日1回でも 3か月続けることで実感～

※1　本 ：本会保健師　在 ：在宅保健師の会保健師
※2　脈 ：加速度脈波計　 体 ：体成分分析装置　 骨 ：超音波骨量測定装置

支 援 状 況 派遣人数（※1）／貸出機器（※2）／参加（測定）人数／支援内容

本会が支援を行った保険者主催の保健事業について紹介します

4国民健康保険組合（※）
10月6・12・18・25・27日
特定健康診査4保険者共同実施（会場型健診）
	〔サンシャインシティ文化会館、すみだ産業会館、五反田TOC、AP西新宿、三鷹産業プラザ〕
本 1名（各日）／なし／計720名／「血管年齢測定」結果説明及び保健相談・指導

狛江市
10月27日
国民健康保険健康測定会	 〔狛江市役所防災センター〕
本 1名・在 1名／脈・体・骨／計45名／機器操作・結果説明

文京区
11月16日
文京区血管年齢測定会	 〔文京シビックセンター〕
本 1名・在 1名／脈／計269名／「血管年齢測定」後の結果説明及び特定健康診査の勧奨

本会では、保険者が行う健康づくり事業への支援や健康関連機器の貸出を行っております。

［お問い合わせ先］　企画事業部　保健事業課　03-6238-0164

※�東京食品販売国民健康保険組合、東京料理飲食国民健康保険組合、
東京美容国民健康保険組合、東京浴場国民健康保険組合


